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使えるCDについて
本機では以下のCD以外は再生でき
ません。お求めの際は、ディスクに表
示されているロゴマークをご確認く
ださい。

●ビデオCD
ロゴマーク

記録しているもの 音声と映像

●音楽CD
ロゴマーク

記録しているもの 音声のみ

ディスクには12cmと8cmの2種類の
大きさがあります。最長再生時間は
各々74分と20分です。実際の再生時
間はディスクによって異なります。

主な特長

小型・軽量でポータブルサイ
ズのビデオCDプレーヤー
気軽に映像と音楽が楽しめます。映
像を楽しむには、テレビをつないで
ください。

多彩なビデオCDの検索・再
生機能
ビデオCDのプレイバックコントロー
ル（PBC*）機能にも対応していますの
で、メニュー再生や高精細静止画の再
生ができます。

*
プレイバック コントロール

PBCとは、Playback Controlの略で
す。

リモコン付き
選曲や音声の切り換えができます。

2（AC、DC）電源対応
家庭用電源とアルカリ乾電池のどち
らでも電源として使えます。

ビデオCDについて
本機は、PBC対応のビデオCD（バー
ジョン2.0)に対応しています。
CDのタイプによって、次の2種類の
再生を楽しめます。

PBC対応でないビデオCD
(バージョン1.1)
音楽CDと同じように操作して、音声
と映像(動画)を再生できます。

PBC対応のビデオCD
(バージョン2.0)
左記(PBC対応でない場合)の楽しみ
かたに加えて、テレビ画面に表示さ
れるメニューを使って、対話型のソ
フトや検索機能のあるソフトを再生
できます。また、高精細または標準の
静止画を再生できます。
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VIDEO AUDIO
INPUT

L R

ビデオCDを見る
付属のACパワーアダプターを使ってビデオCDを再生してみましょう。
アルカリ乾電池での使いかたは「電源について」（27ページ）をご覧くだ
さい。

つなぐ
映像／音声入力端子のあるテレビをつなぐには
付属のAVモニターコードを使う。

1

DC IN 6Vへ

AUDIO/
VIDEO
OUTへ

コンセントへ

電源を入れ、入力切り換え
を「ビデオ」にする。

黄

白

赤

入力
映像 音声（左）音声（右）

（黄） （白）（赤）

テレビ

次のページに続くm

ACパワーアダプター
(付属)

AVモニター
コード（付属）
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NTSC/PAL切り換えスイッチ
を「NTSC」に合わせる
入力信号に合わせてカラー方式を自動的に選択できるテレビを使って
いる場合は「AUTO」に合わせます。

NTSC方式の国と地域
日本、韓国、台湾、米国など

PAL方式の国と地域
中国、インド、インドネシア、シンガポール、マレーシアなど

ビデオCDを入れる

2

AUTO PALNTSC

NTSC/PAL切り換え
スイッチ

ラベル面を
上に

OPEN

1OPENボタンを押して、
ふたを開ける。

2ビデオCDをはめこむ。

3
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再生する PBC対応のCDを再生するには、
15ページをご覧ください。

操作 操作のしかた

^を押す。

^を押す。

再生中、NEXT+ボ
タンを押す。

再生中、PREV=ボ
タンを押す。

再生したいトラック番
号の数字ボタンを押
す。（リモコンのみ）

再生中、PREV=ボ
タンまたはNEXT+
ボタンを、画面に)1
または01が表示さ
れるまで押し続ける。

)1または01が表
示されている状態で、
もう一度PREV=ボ
タンまたはNEXT+
ボタンを、画面に)2
または02が表示さ
れるまで押し続ける。

一時停止する

一時停止を解除
する

次のトラックを
頭出しする

再生中のトラッ
クやシーンの頭
や、それより前の
トラックやシー
ンを頭出しする

トラック番号で
直接選ぶ（ダイ
レクト選択）

トラックの中の
見たい部分を探
す（サーチ）

トラックの中の
見たい部分を早
く探す

1^ボタンを押す。
再生が始まります。

2つないだ機器の本体で音量を調節す
る。
本機の音量つまみは2 PHONES端
子からの出力にのみ働きます。

止めるには
再生中にPOWER OFFpボタン（また
はリモコンのpボタン）を押す。
電源も同時に切れます。

CDを取り出すには
中心の黒い部分を押さえながら、端
のほうからつまみあげます。

ステレオ機器につなぐには
他のステレオ機器につないでより良い音
声でビデオCDを再生するには、「ステレオ
機器につないで音楽CDを聞く」（26ペー
ジ）をご覧ください。

4
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つなぐ

音楽CDを入れる

音楽CDを聞く
1

2

ラベル面を
上に

コンセントへ

ヘッドホン
（別売り）

ACパワー
アダプター
（付属）

2CDをはめこむ。1OPENボタンを押して、
ふたを開ける。

OPEN

DC IN 6Vへ

2 PHONESへ
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聞く3

CDを取り出すには
中心の黒い部分を
押さえながら、端の
ほうからつまみあ
げます。

表示窓について
・^ボタンを押すと、RESUMEスイッチ
がOFFのときは、総曲数と総演奏時間が
約2秒間出ます。
・演奏中は、演奏中の曲番号とその経過時間
が出ます。
・一時停止中は、止まった時点の表示が点滅
します。
・曲間には、次の曲が始まるまでの時間が出
ます。

CDの取り扱いについて
・演奏面に手を触れないように持ってくだ
さい。
・紙やテープを表面に貼らないでください。
・直射日光があたるところなど高温の場所
や、直射日光下で窓を閉めきった車の中に
放置しないでください。

止めるには
演奏中にPOWER OFFpボタン（また
はリモコンのpボタン）を押す。
電源も同時に切れます。

1^ボタンを
押す。

2音量を調節する。

操作

^

前の曲、さらに前の
曲を頭出しする
（AMS機能）

一時停止を解除す
る

^

PREV =を1度
押す。**

今聞いている曲を
頭出しする
（AMS*機能）

PREV =を繰り
返し押す。**

次の曲を頭出しする
（AMS機能）

NEXT +を1度押
す。**

NEXT +を繰り
返し押す。**

さらに先の曲を頭出
しする（AMS機能）

押すボタン

一時停止する

オートマチックミュージックセンサー

*AMSはAutomatic Music Sensorの略
です。曲の頭を探す機能です。
**これらの操作は、演奏中にも一時停止中
にもできます。
***リモコンのみの機能です。

直接曲を選ぶ
（ダイレクト選択）***

その曲の数字ボタ
ンを押す。

早送りする
（サーチ機能）

NEXT +を押した
ままにする。**

早戻しする
（サーチ機能）

PREV =を押し
たままにする。**

VOLUMEつまみ
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動作状態をテレビ画面に表
示するには
現在の動作状態やCDの情報を確認
できます。

OSDボタンを押す。
押すたびに、「OSD」表示（画面表示
モード）が切り換わります。

「OSD AUTO」のときは、各ボタンを
操作したときと動作状態が変わったと
きに動作状態が数秒間表示されます。
「OSD ON」のときは、動作状態や時間
が常に表示されます。

■PBC対応でないビデオCD／
PBC OFFでの再生時

OSD

zビデオCDのいろいろな
再生のしかた

リモコンを使って
ビデオCDを見る

ご注意
・本機をアルカリ乾電池で使用していると
き、POWER OFFpボタン（またはリモ
コンのpボタン）を押して電源を切って
から5分以上たった後に、電源を入れる
場合は、本体の^ボタンを押してくだ
さい。このときには、リモコンでは電源を
入れることはできません。
・本体のリモコン受光部に、直射日光や照
明器具の強い光が当たらないようにして
ください。
・リモコン受光部との間に障害物がないよ
うにしてください。

リモコンの電池の入れかた
]と}の向きを正しく入れます。

トラック番号
動作状態

経過時間

OSD AUTO OSD ON

OSD OFF

2
ST

00 : 00
∗

20°
40°

40°

40°

リモコンの先端を本体
のリモコン受光部へ向
けてください。

リモコン受光部

音声表示は、ボタン操作後3秒で
消えます。

単3形乾電池2本
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■PBC対応のビデオCD再生時

*ST/L/R、SHARPNESSなどの設定状態
がしばらく表示されます。（OSDモード切
り換え時）

おもな画面表示とその意味

表示 意味（参照ページ）

PBC PBC対応のビデオCDを
PBC ONで再生中 (15)

SELECT 何かの設定を選ぶ必要が
ある（例えば、MENUの選
択） (15)

V INDEX ビデオインデックスサー
チ中 (19)

SCENE シーンナンバーサーチ中
(19)

FLASH* フラッシュモーション
モード(14)

MULTI* マルチフラッシュモード
(14)

DIGEST* トラックダイジェスト
モード (20)

RESUME リジューム動作中 (17)
NEXT XX 次のトラック番号

PREV XX 前のトラック番号

( 再生中 (7, 9)
P 一時停止中 (7, 9)
w スロー再生中 (13)
) 早送り中 (18)
0 早戻し中 (18)

入力したものが無効のと
き

シーン番号やビデオインデックス
番号などが表示されます。

PBC
ST ∗

表示 意味（参照ページ）

ST ステレオ出力中(12)
L 左チャンネル出力中

(12)
R 右チャンネル出力中

(12)
OSD OFF 画面表示モードが「OSD

OFF」状態に切り換わっ
た (10)

OSD AUTO 画面表示モードが「OSD
AUTO」状態に切り換わ
った (10)

OSD ON 画面表示モードが「OSD
ON」状態に切り換わった
(10)

PBC OFF PBC機能に対応していな
い状態に切り換わった
(16)

PBC ON PBC機能に対応している
状態に切り換わった(16)

NTSC NTSC信号出力中(6)
PAL PAL信号出力中(6)
AUTO** NTSC/PALスイッチを

「AUTO」に合わせる(6)
SHARP シャープネスがより鮮明

に調整されている(13)
SOFT シャープネスが柔らかく

調整されている(13)
NORMAL シャープネスがふつうの

状態に調整されている
(13)

REP OFF リピート再生しない(16)
REP ALL*** ディスク全体でリピート

再生する(16)
REP 1*** 再生中のトラックを

リピートする(16)

*選択中は表示が「点滅」、設定済みになる
と「点灯」します。

**「AUTO」とは、入力されたNTSCあるい
はPALの信号を自動選別して表示できる
テレビのためのポジションです。
このときにはディスクの情報に基づいて

NTSLあるいはPALの信号が出力されま
す。

***PBC再生中はREPEATできません。
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ご注意
•音楽CDの再生中は、画面表示は出ませ
ん。
・本機で再生する内容を他機で録画する
ときは、必ず画面表示モードを「OSD
OFF」にしてください。「OSD  AUTO」
または「OSD  ON」になっていると、画
面表示も録画されてしまいます。
・画面表示モードはPOWER OFFpボタ
ン（またはリモコンのpボタン）を押して
電源を切ると「OSD AUTO」に戻りま
す。

音声を切り換えるには
音声多重CDでは、左右のチャンネル
に別々の音が録音されています。こ
のようなCDでは、チャンネルを選ん
で音を聞くことができます。

再生中、ST/L/Rボタンを押す。
押すたびに、テレビ画面の表示とス
ピーカーから聞こえる音声が下の表
のように切り換わります。

押す回数 表示 聞こえる音声

1回 L 左チャンネルの音

2回 R 右チャンネルの音

3回 ST ステレオ再生

初期設定は「ST」です。

ST/L/R
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スローモーション
にする （スロー再生）
再生スピードを2段階に遅くするこ
とができます。

再生中にSLOWボタンを押す。
スロー再生中にもう一度SLOWボ
タンを押すと、さらに再生スピード
が遅くなります。

通常の再生に戻すには、̂ ボタンを
押します。

スロー再生しているトラックが終了
すると、自動的に通常のスピードに
戻ります。

画像をより鮮明にするには
（シャープネス）
画像をより鮮明にしたり、柔らかく
したりすることができます。

再生中、SHARPNESSボタンを押
す。
押すたびに、テレビ画面の表示が次
のように切り換わります。

「SHARP」（より鮮明な画像）

「SOFT」（柔らかな画像）

 「NORMAL」（通常の画像）

初期設定は「NORMAL」です。

SHARPNESS

SLOW

.

.

/
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静止画で見る
（フラッシュモーション•
マルチフラッシュ再生）

画面を連続的に変化する静止画にす
ることができます。音声は通常のま
まお楽しみいただけます。

フラッシュモーション再生
再生中にPLAY MODEボタンを2
回押してテレビ画面に「FLASH」を
表示させ、SELECTボタンを押す。

画面が連続的に変化する静止画にな
ります。

通常の再生に戻すには、PLAY
MODEボタンを、テレビ画面の表示
が消えるまで繰り返し押します。

フラッシュモーション再生している
トラックが終了すると、自動的に通
常のスピードに戻ります。

PLAY
MODE

SELECT

マルチフラッシュ再生
再生中にPLAY MODEボタンを
3回押してテレビ画面に「MULTI」
を表示させ、SELECTボタンを押
す。

画面が9分割され、それらが連続的に
変化する静止画になります。

通常の再生に戻すには、PLAY
MODEボタンを押します。

マルチフラッシュ再生しているトラ
ックが終了すると、自動的に通常の
スピードに戻ります。

ご注意
CDによって、フラッシュモーション再生
やマルチフラッシュ再生の間隔があいて
しまうものや一定にならないものがあり
ます。
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3 数字ボタンを押してメニュー
画面から再生したい項目を選
ぶ。
例えば項目の5を選ぶときは、数
字ボタンの5を押します。
10以降の項目を選ぶときは、
≥10ボタンを先に押してから、
100の位の数、10の位の数、1の
位の数という順に数字ボタンを
押します。
＜例＞

12番: ≥10 n 1 n 2
24番: ≥10 n 2 n 4
135番: ≥10、 ≥10 n 1 n 3
n 5

本体で操作するときは
MENU＋またはMENU－ボタ
ンを押して、項目の番号に合わ
せ、SELECTボタンを押します。

4 テレビ画面に表示される画面
に従って、再生を進める。
PBC再生中は、次の操作を繰り
返して再生を進めていきます。

PBC対応のビデオ
CDを再生する
（PBC再生）

本機では、PBC（プレイバックコン
トロール）機能を使ってPBC対応の
ビデオCD（バージョン2.0）（対話型
のソフトや検索機能のあるソフト）
を再生できます。
ディスクによって再生の手順が異な
ることがあります。詳しくはディス
クの説明書をご覧ください。

1 PBC対応のビデオCDを入れ
る（6ページ）。

2 ^ボタンを押す。
PBC再生が始まり、テレビ画面に
PBC機能のメニュー画面（選択画
面）が表示されます。

次のページに続くm

RETURN
ˆ

PBC
^

数字ボタン

SELECT
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こんなときは 操作のしかた

項目の番号を選
ぶ

動画再生時、
テレビの画面
に「SELECT」
が点滅中に項目
を選ぶ

メニュー画面
（選択画面）に
戻る

ご注意
CDによっては、SELECTの代わりに
(SELECT（または(）を押して選択す
る場合があります。本機ではリモコンの

SELECTボタンを押してください。̂ ボ
タンを押すと、一時停止になります。

PBC対応のビデオCDをふつうに再
生するには（PBC機能を使わないで
再生する）
リモコンのPBC ボタンを押します。
テレビ画面に「PBC OFF」と表示さ
れ、ふつうの再生（トラック番号順に
再生）が始まります。テレビ画面の
「PBC」は消えます。
このとき、メニューなどの静止画は
再生できません。

PBC再生に戻すには、もう一度PBC
ボタンを押します。

PBC ON/OFFを切り換えると
CDのはじめから再生します。

リモコンの数字ボタン
で項目の番号を押す。

本体のMENU＋／－ボタ
ンを押して、項目の番号に
合わせ、 SELECTボタン
を押す。

数字ボタン、または
MENU ＋／－ボタンと
SELECTボタンを押す
と、動画再生中でも他
の場面を選ぶことがで
きます。

一般的なPBC対応のビ
デオCDでは、
RETURNˆボタンを
押す。
（操作の方法はCDによっ
て異なることがありますの
で、CDに付属の説明書を
ご覧ください。）

ビデオCDを繰り
返し再生する
（リピート再生）

CD全体、または1つのトラックだけ
を何回も繰り返して再生できます。

CD全体（全トラック）を繰
り返すには
再生中に、 テレビ画面に「REP
ALL」表示が出るまでREPEAT/
ENTERボタンを繰り返し押す。

リピート再生をやめるには、

REPEAT/ENTERボタンを押して、
「REP OFF」表示を出します。

1トラックだけを繰り返す
には
繰り返したいトラックの再生中に、

REPEAT/ENTERボタンを押す。
テレビ画面に「REP 1」表示が出ま
す。

NEXT
+

REPEAT/
ENTER

PREV
=
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他のトラックを繰り返すには、
PREV=またはNEXT+を押し
て、繰り返したいトラックを再生し、

REPEAT/ENTERボタンを押しま
す。

リピート再生をやめるには、

REPEAT/ENTERボタンを押して、
「REP OFF」表示を出します。

ご注意
PBC再生中はこの操作はできません。PBC機
能をOFFに切り換えて操作してください。

いろいろな機能を
使う

止めたところから再生する
には（リジューム機能）
通常はCDの再生を止めると、次は1ト
ラック目から再生されますが、リジュ
ーム機能を使うと、最後に止めたとこ
ろから再生されます。

RESUMEスイッチをONに合わせます。

リジューム機能を解除するには、

RESUMEスイッチをOFFに合わせ
ます。

RESUME
OFF ON

ご注意
・リジューム機能をONにしていても、ふた
を開けると最後に止めたところの記憶が
消え、次に再生するときはCDの1トラッ
ク目から再生が始まります。
・リジューム機能は、±約30秒の誤差が出
ることがあります。

ビデオデッキなどにつなぐ
本機で再生した映像をビデオテープ
に録画できます。詳しくは、接続する
機器の取扱説明書をご覧ください。
接続する機器の電源は必ず切ってか
ら接続してください。

ご注意
再生を始める前に、つないだ機器の音量を
下げておいてください。思わぬ大音量が出
て、スピーカーを破損するおそれがありま
す。

白

AVモニター
コード（付属）

赤黄

AUDIO/
VIDEO
OUTへ

ビデオデッキなど

LINE INまたは
REC INへ
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ダイレクト選択で、トラック番号の
10以降を選ぶには
ボタンを先に押してから、100の

位の数、10の位の数、1の位の数とい
う順に数字ボタンを押します。
＜例＞

12番：≥10 n 1 n 2
24番：≥10 n 2 n 4
135番: ≥10、 ≥10 n 1 n 3
n 5

zビデオCDの場面の探しかた

画面を見ながら探
す （早送り•早戻し）

テレビ画面を見ながら、CDの中の見
たいトラックや、トラックの中の見
たい部分を探す（サーチ）ことができ
ます。

PREV
=

こんなときは 操作のしかた

次のトラックを
頭出しする

再生中のトラッ
クの頭や、それよ
り前のトラック
の頭出しする

トラック番号で
直接選ぶ（ダイ
レクト選択）

トラックの中の
見たい部分を探
す（サーチ）

トラックの中の
見たい部分を早
く探す

NEXT
+

数字ボタン

再生中、NEXT+ボ
タンを押す。

再生中、PREV=ボ
タンを押す。

再生したいトラック番
号の数字ボタンを押
す。（リモコンのみ）

再生中、PREV=ボ
タンまたはNEXT+
ボタンを、画面に)1
または01が表示さ
れるまで押し続ける。

)1または01が表
示されている状態で、
もう一度PREV=ボ
タンまたはNEXT+
ボタンを、画面に)2
または02が表示さ
れるまで押し続ける。
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V   I NDEX 24

見たい場面に画面
をとばす

シーン番号やビデオインデックス番
号、あるいは時間を指定して、見たい場
面をすばやく選ぶことができます。

見たい場面を指定する
（ビデオインデックスサーチ/
シーンナンバーサーチ）
PBC対応のビデオCDには、ビデオ
インデックス番号やシーン番号、あ
るいはその両方が付いているものが
あります。
ビデオインデックス番号やシーン番
号は、再生中にテレビ画面に表示さ
せて確認します（11ページ）。

1 再生中にV-INDEXボタンま
たはSCENEボタンを押す。
テレビ画面に「V INDEX」または
「SCENE」と表示され、現在の
V-INDEXナンバーまたは
SCENEナンバーが点滅します。

SCENE

数字ボタン

V-INDEX

2 数字ボタンを押して希望のビ
デオインデックス番号やシー
ン番号を選ぶ。
テレビ画面に選んだビデオイン
デックス番号シーン番号が表示
されます。

10以降を選ぶには
≥10ボタンを先に押してから、
100の位の数、10の位の数、1の
位の数という順に数字ボタンを
押します。
＜例＞

12番: ≥10 n 1 n 2
24番: ≥10 n 2 n 4
135番: ≥10、 ≥10 n 1 n 3
n 5

間違えたときは
手順1からやり直します。

インデックス、シーンの選択を途中
でやめるときは
V-INDEX ボタンまたはSCENEボ
タンをもう一度押します。

ご注意
・特定のシーンからの再生を禁止している

CDでは、シーン再生はできません。その
ときは、シーン番号の表示が消え、そのま
ま再生を続けます。
・シーン番号が記録されていないCDで
は、シーンサーチはできません。
・音楽のみで構成されたシーンを選んだ場
合は、映像は出ません。
・ビデオインデックスが記録されていない

CDやトラックでは、ビデオインデック
スサーチはできません。
・2つ以上のトラックにまたがってはビデ
オインデックスサーチはできません。
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見たい場面の時間を指定す
る（タイムジャンプサーチ）
時間を指定して、見たい場面を探す
こともできます。

1 再生中にTIMEボタンを押す。
テレビ画面に「TIME」と
「– –:– –」が点滅します。

2 数字ボタンを押して希望時間
を入力する。
その時間の場面に切り換わりま
す。

数字ボタン

TIME

トラックを分割して選ぶ
（トラックダイジェスト
サーチ）
1つのトラックを9分割して、その中
から見たいものを番号で選ぶことが
できます。

1 再生中に、 テレビ画面に
「DIGEST」表示が点滅するま
でPLAY MODEボタンを押
す。

2 SELECTボタンを押す。
1つのトラックを9分割した動画
が現われます。

3 数字ボタンを押して見たい画
面の番号を選ぶ。
選んだ部分から再生が始まりま
す。

PLAY
MODE

SELECT

数字ボタン

   T I ME – – : – –

DIGEST

1

4

7

2

5

8

3

6

9
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1曲だけを繰り返すには
1 繰り返したい曲の演奏中に、

REPEAT/ENTERボタンを押す。
が出ます。

2 「1」が出るまでPLAY MODEボ
タンを繰り返し押す。

他の曲を繰り返すには、PREV=
またはNEXT+を押します。

リピート再生をやめるには、もう1度
REPEAT/ENTERボタンを押します。

NEXT
+

REPEAT/
ENTER

PLAY
MODE

PREV
=

z音楽CDのいろいろな聞
きかた

繰り返し聞く
（リピート演奏）

通常の演奏や、イントロプログラム
演奏、シャッフル演奏、プログラム演
奏を繰り返し聞けます。1曲だけでも
繰り返し演奏できます。

全曲を繰り返すには
演奏中にREPEAT/ENTERボタンを
押します。
が出ます。

リピート再生をやめるには、もう1度
REPEAT/ENTERボタンを押しま
す。
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3 聞きたい曲になったら、
REPEAT/ENTERボタンを
押す。
曲が登録されます。聞きたくない
ときは、次の曲に移るまで待つか、
NEXT+ボタンを押します。

最後の曲の演奏が終わると、「INTRO
PGM」の点滅が止まり、登録した曲だ
けが自動的に再生されます。

最後の曲までいかずに登録を終了す
るには、̂ ボタンを押します。登録
した曲が演奏されます。

イントロプログラム演奏をやめるに
は、演奏モードの表示が消えるまで

PLAY MODEボタンを繰り返し押しま
す。

聞きたい曲だけを
聞く（イントロプログ
ラム演奏）

曲の最初の約15秒をひと通り聞きな
がら曲を選び、選んだ曲だけを聞け
ます。

1 演奏中に「INTRO PGM」が点
滅するまで、PLAY MODEボ
タンを繰り返し押す。

2 ^ボタンを押す。
各トラックの最初の約15秒を次
々に演奏します。「INTRO
PGM」は速く点滅します。

^
NEXT
+

PLAY
MODE

ゆっくり点滅
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順不同に聞く
（シャッフル演奏）

全曲を順不同に再生します。

演奏中に「SHUFFLE」が出るま
で、PLAY MODEボタンを繰り返
し押す。
次の曲から順不同で全曲を1回演奏
します。

シャッフル演奏をやめるには、演奏
モードの表示が消えるまで、PLAY
MODEボタンを繰り返し押します。

ご注意
・シャッフル再生中はPREV=ボタンを
押しても前の曲に戻りません。
・ダイレクト選択をすると、シャッフル演奏
は解除されます。

好きな順に聞く
（プログラム演奏）

最大22曲まで好きな順に聞けます。

1 演奏中に「RMS*」が点滅する
まで、PLAY MODEボタンを
繰り返し押す。

*RMSはRandom Music Sensorの略で
す。

2 数字ボタン（リモコンのみ）また
はPREV=、NEXT+ボタ
ンを押したあとREPEAT/
ENTERボタン（本体のみ）を押
して、曲を選ぶ。
曲番号と演奏順が出ます。

REPEAT/
ENTER

NEXT
+

PREV
=

PLAY
MODE

^

数字ボタン

PLAY
MODE

点滅

点滅曲番

演奏順
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トラック番号の10以降を選ぶと
きは
≥10 ボタンを先に押してから、
100の位の数、10の位の数、1の
位の数という順に数字ボタンを
押します。
＜例＞

12番: ≥10 n 1 n 2
24番: ≥10 n 2 n 4
135番: ≥10、 ≥10 n 1 n 3
n 5

3 手順2を繰り返して好きな曲順
を選ぶ。

4　^ボタンを押す。
「RMS」の点滅が止まり、選んだ
順に演奏が始まります。

プログラム再生をやめるには、
「RMS」が消えるまでPLAY MODE
ボタンを繰り返し押します。

プログラムした曲順を確認
するには
プログラム中:

4の操作の前にREPEAT/ENTER
ボタンを押します。

プログラム演奏中:
「RMS」が点滅するまでPLAY
MODEボタンを繰り返し押し、
点滅したらREPEAT/ENTERボ
タンを押します。

REPEAT/ENTERボタンを押すたび
に曲番と演奏順が表示されます。

ご注意
22曲をプログラムした後さらに曲を選ぶ
と、最初にプログラムした内容が消えて、
新しい曲がプログラムされます。

いろいろな機能を
使う

低音を強調するには
（MEGA BASS機能）
音楽に合わせて、重厚で迫力のある
音で演奏を楽しめます。

MEGA BASSボタンを押して、
「BASS 」または「BASS 」を
選びます。「BASS 」のほうがよ
り強調されます。

ご注意
・音がひずむときは、音量を下げてくださ
い。
・MEGA BASS機能はAUDIO/VIDEO

OUT使用時には効きません。

MEGA BASS
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ESP

イーエスピー

音飛びを防ぐには (ESP)
エレクトロニック ショック

ESP（Electronic Shock
プロテクション

Protection)機能はCDのデータを約

10秒分ずつ電子回路に貯えておくこ
とにより、音飛びを防ぎます。移動
中、歩行中や車の中など振動の多い
ところで聞くときは、この機能を使
ってください。

ESP切換ボタンを押します。
「ESP」が出ます。

ESP機能を解除するには、もう一度
ESP切換ボタンを押します。

ご注意
・強い衝撃が加わると演奏が停止すること
があります。
・次のような場合、ノイズが出たり、音が飛
んだりすることがあります。
—汚れや傷のあるディスクを聞いてい
るとき

—特殊な信号が入ったテストディスク
などを聞いているとき

—本機に連続的に衝撃が加わっている
とき

・演奏中にESP機能を切り換えると、少し
の間、音がとぎれます。
・ビデオCD再生時にはESP機能は自動的
にOFFになります。

誤操作を防ぐには
（ホールド機能）
ビデオCDプレーヤーをカバンに入れ
ているときなど、誤って本体のボタン
が押されるのを防げます。リモコンの
ボタンは、このスイッチの位置に関わ
りなく働きます。

HOLDスイッチを矢印の方向へスラ
イドします。
操作ボタンを押しても、表示窓に
「Hold」が出て動作しません。

ホールド機能を解除するには、

HOLDスイッチを矢印と反対方向
（左）へ動かします。

HOLD
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止めたところからCDを聞
くには（リジューム機能）
通常は演奏を止めると、次は1曲目か
ら演奏されますが、リジューム機能
を使うと、最後に止めたところから
演奏されます。

RESUMEスイッチを「ON」に合わ
せます。

リジューム機能を解除するには、

RESUMEスイッチを「OFF」に合わ
せます。

ご注意
・リジューム機能をONにしていても、ふ
たを開けると最後に止めたところの記
憶が消え、CDの1曲目から演奏が始ま
ります。
・リジューム演奏は、±約30秒の誤差が
出ることがあります。

動作の確認音を止めるには
動作確認のためのピッという音を鳴
らないようにできます。

本体電源（ACパワーアダプター、ア
ルカリ乾電池）をはずします。本体の

pボタンを押しながら、再び電源を
接続します。
再び確認音が鳴るようにするには、
本体電源をはずし、pボタンを押さ
ずに本体電源を接続します。

ご注意
ビデオCD再生時には確認音は出ません。

ステレオ機器につな
いで音楽CDを聞く
他のステレオ機器でCDを聞いたり、
テープに録音できます。詳しくは、接
続する機器の取扱説明書をご覧くだ
さい。接続する機器の電源を必ず切
ってから接続してください。

ご注意
•CDを聞く前に、つないだ機器の音量を
下げてください。思わぬ大音量が出て、ス
ピーカーを破損するおそれがあります。

•「ピッ」という操作音はAUDIO/VIDEO
OUTジャックからは出力されません。

•AUDIO/VIDEO OUTには、本体の
VOLUMEつまみでの音量調節はできま
せん。

•ブランクサーチ（無音部検出）機能のある
カセットデッキなどで録音するときは、

ESP機能を切ってください。ブランク
サーチ機能が働かなくなります。

RESUME
OFF ON

LINE INまたは
REC INへ

ステレオシステム、
カセットデッキ、
ラジオカセット
レコーダーなど

赤
白

AVモニター
コード（付属）

AUDIO/
VIDEO
OUTへ
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z電源について

アルカリ乾電池で
使う

1 電池入れのふたを開ける。

2 単3形アルカリ乾電池4本（別
売り）を電池入れの‘’の表示
に合わせて入れ、ふたを閉め
る。

乾電池を取り出すには
下図のように乾電池の’側を押して
取り出します。

（裏面）

電池交換の目安
乾電池が消耗すると「Lo ba 」が
表示されます。4本とも新しい乾電池
と交換してください。

電池の持続時間
水平に置き、振動のない状態で演奏
したときの時間です。

            音楽CD ビデオCD
ESPが ESPが
ONの OFFの
とき とき

約13時間 約15時間 約3.5時間

乾電池の取り扱いについて
液漏れや破裂を防ぐため次のことをお守りく
ださい。
・新しいものと古いもの、または違う種類
のものを混用しないでください。
・充電しないでください。
・長い間使わないときは、出しておいてくだ
さい。
・万一、液漏れしたときは、よく拭き取って
から、新しい電地に入れ換えてください。
・本機には、マンガン電池はお使いになれま
せん。

ご注意
・乾電池で使っているときは、表示窓のバッ
クライトが点灯しません。
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zその他

使用上のご注意

安全のために
本機に使われているレーザー光が目にあ
たると危険です。絶対にプレーヤーを分解
したりしないでください。

電源について
本機を使用しないときは、すべての電源を
はずしておいてください。

ACパワーアダプターについて
・付属のACパワーアダプターをご使用く
ださい。これ以外のACパワーアダプタ
ーを使用すると、故障の原因となること
があります。

・電源コンセントから抜くときは、必ずプ
ラグを持って抜いてください。

本機の取り扱いについて
・ディスクテーブルのレンズには指を触れ
ないでください。また、ホコリがつかない
ように、ディスクの出し入れ以外はふた
を必ず閉じておいてください。
・落としたり、重いものを乗せたりしない
でください。本機に強いショックを与え
たり、圧力をかけたりしないでください。
ディスクに傷がついたり、本機の故障の
原因となることがあります。

・次のような場所に置かないでください。
－直射日光があたる場所や暖房器具の近
くなど温度が非常に高いところ。

－ダッシュボードや直射日光下で窓を閉
め切った自動車内（特に夏季）。

－磁石やスピーカーなど磁気を帯びたと
ころ。

－ホコリの多いところ。
－ぐらついた台の上や傾いたところ。
－振動の多いところ。
－風呂場など、湿気の多いところ。
・ラジオやテレビの音に雑音が入るとき
は、本機の電源を切って、ラジオやテレビ
から離してください。

ディスクの取り扱いについて
・本機では円形ディスクのみお使いいただ
けます。円形以外の特殊な形状（星型、
ハート型など）をしたディスクを使用す
ると、本機の故障の原因となることがあ
ります。

ヘッドホンで聞くときのご注意
•交通安全のために
自転車やバイク、自動車などの運転中は、
ヘッドホンは絶対に使わないでくださ
い。歩行中でも音量を上げすぎるとまわ
りの音が聞こえなくなり危険です。とく
に、踏切や横断歩道では充分にご注意く
ださい。

•耳を守るために
耳を刺激するような大きな音量で長時間
続けて聞くと、聴力に悪い影響を与える
ことがあります。耳を守るため、音量を上
げすぎないように注意しましょう。

•まわりの人のことを考えて
ヘッドホンは、音量を上げすぎると音が
外にもれます。音量を上げすぎて、まわり
の人の迷惑にならないように気をつけま
しょう。

雑音の多い所では、音量を上げてしまいが
ちですが、ヘッドホンで聞くときはいつも
呼びかけられて返事ができるくらいの音
量を目安にしてください。

極性統一形プラグ
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故障かな？
と思ったら

サービス窓口にご相談になる前にも
う一度チェックしてみてください。
それでも具合が悪いときはお買い上
げ店またはソニーサービス窓口にご
相談ください。

再生が始まらない、または、 ディスクを入
れても「no dlSC」が出る。
b ディスクが汚れている、または大き
な傷がある。大きな傷がある場合
は、ディスクを取り換える。
b ディスクのラベル面を上にして入
れる。
b 結露している。ディスクを取り出し
て、そのまま数時間置く。
b レンズが汚れている。レンズをクリ
ーニングする。
b 電池入れのふたをしっかり閉める。
b 乾電池を正しく入れる。
b ACパワーアダプターをコンセント
にしっかり差し込む。

音が出ない、または雑音が聞こえる。
b プラグをしっかり差し込む。
b プラグの先が汚れている。乾いた柔
らかい布でクリーニングする。

音に奥行きがなく、モノラルのように
聞こえる。
b リモコンのST/L/Rボタンを押し
て、「ST」を選ぶ。（ビデオCD再生時
のみ）

本体のボタンを押すと、表示窓に「Hold」
が出る。
b 本体のHOLD機能が働いている。

HOLDスイッチを矢印と反対方向
（左）に戻して、HOLD機能を解除す
る。

映像が出ない。
b テレビの電源が入っているか確か
める。
b テレビの入力切り換えがビデオCD
プレーヤーの映像が映るようにな
っているか確かめる。
b 音楽CDの再生中にAVモニターコー
ドを接続しても映像は出ません。
b 次のマークの付いたディスクを使
っているかどうか確かめる。

b 上のマークが付いたディスクでも
不法にコピーされたディスクなど
では再生できないことがあります。
ディスクの販売店などにご相談く
ださい。

映像が乱れる。
b PREV=／NEXT+ボタンを押
したり、̂ ボタン（またはリモコン
の^ボタン）を押して一時停止に
したときにこのような現象が起こ
ることがありますが、故障ではあり
ません。
b CDに大きな傷がある。CDを取り
換える。
b CDの汚れがひどい。クリーニング
する。

映像が流れたり、白黒で表示される
b NTSC/PAL切り換えスイッチを確
かめる。

次のページに続くm
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リモコンで操作できない。
b POWER OFFpボタン（またはリ
モコンのpボタン）を押して電源を
切ってから5分以上たったのちは、
リモコンで電源を入れることはで
きません。この場合、本体の^ボタ
ンを押して電源を入れてください。
電源が入ったあとはリモコンで操
作できます。（本機をアルカリ乾電
池で使用しているとき）
b リモコンとリモコン受光部の間に
ある障害物を移動する。
b リモコンの電池をすべて新しいも
のに交換する。

「Lo dc ln」または「Hl dc ln」表示
が出て動作しない。
b 付属のACパワーアダプターを使
う。

お手入れ

レンズの汚れは
レンズクリーニングキットKK-DM1
（別売り）を使ってクリーニングして
ください。

キャビネットの汚れは
柔らかい布で乾ぶきします。汚れがひ
どいときは、うすい中性洗剤溶液でし
めらせた布でふいてください。　シン
ナー、ベンジン、アルコールなどは表
面の仕上げをいためますので使わな
いでください。

レンズ
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主な仕様

型式
コンパクトディスクデジタル
オーディオ／ビデオCD再生
システム

取り込み方式
非接触光学式読み取り（半導体
レーザー使用）

レーザー
GaAlAs　ダブルヘテロダイオード　
λ＝780nm

回転数
約500rpm～200rpm (VIDEO/ESP
OFF)
約1000rpm～400rpm (ESP ON)

エラー訂正方式
ソニースーパーストラテジー
（クロスインターリーブリードソロ
モンコード）

チャンネル数
2チャンネル

復号化（D/A）
1bit

周波数特性
20Hz～20,000Hz　　dB*

ワウ・フラッター
測定限界以下

出力端子（電源電圧6.0V時）
・AUDIO/VIDEO OUT端子（特殊ス
テレオミニジャック）1個
最大出力レベル　0.7Vrms （47kΩ）
推奨負荷インピーダンス　10kΩ以上
映像出力　最大出力レベル　

1Vp-p（75Ω）
推奨負荷インピーダンス　75Ω以上

・ヘッドホン端子（ステレオミニジャッ
ク） 1個
最大出力レベル　10mW＋10mW
（EIAJ/16Ω）
推奨負荷インピーダンス　16Ω

*日本電子機械工業会（EIAJ）規格による
測定値です。

電源・その他
本体電源
・単3形アルカリ乾電池 4本

DC 6V
・外部電源端子　定格DC 6V

ACパワーアダプター（付属）を接続
してAC 100V電源から使用可能

リモコン電源
単3形乾電池 2本

本体寸法
約140.5×30.5×144.2mm
（幅／高さ／奥行き）

質量
本体　約330g
ご使用時　約440g（アルカリ乾電池と
CDを含む）

動作温度
5℃～35℃

付属品
ACパワーアダプター（1）
AVモニターコード（1）
リモコン（1）
単3形マンガン乾電池（2）＜リモコン用＞
取扱説明書（1）
サービス窓口・ご相談窓口のご案内（1）
保証書（1）

仕様および外観は、改良のため予告なく変
更することがありますが、ご了承ください。

別売りアクセサリー
ヘッドホン MDR-E868
グラストロン PLM-100

＋1
－2
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各部のなまえ

電池入れ(27)

オーディオ ビデオ アウト

AUDIO/VIDEO OUT（音声／映像
出力）端子（ミニジャック）(5、17、26)

ディーシーイン

DC IN 6V（外部電源）端子
(5、8)

（　）内のページに詳しい説明があります。

セレクト

SELECT（選択）ボタン
(14、15、20)

表示窓(21-23)

メニュー

MENU ＋（プラス）
ボタン(15)

メニュー

MENU ー（マイナス）
ボタン(15)

プレビアス

PREV=ボタン

(7、9、16、18、21、
23)

リモコン受光部(10)

リターン

RETURNˆ
（リターン）ボタン(15)

リピート エンター

REPEAT/ENTER（繰り
返し／登録）ボタン
(16、21、23)

^ （再生/一時停止）
ボタン(7、9)

本体

ボリューム

VOLUMEつまみ(9)

リジューム

RESUMEスイッチ
(17、26)
ホールド

HOLDスイッチ(25)

オープン

OPENボタン(6、8)

パワー オフ

POWER OFFp
（電源オフ）ボタン(7、9)

ネクスト

NEXT+ボタン
(7、9、16、18、21-23)

ホーンズ

2（ヘッドホン）PHONES端子
（ステレオミニジャック）(8)

メガ ベース

MEGA BASSボタン(24)
イーエスピー

ESPボタン(25)
プレイ モード

PLAY MODE（再生状態）
ボタン(14、20-23)

エヌティーエスシー／パル

NTSC/PAL切り換え
スイッチ(6)
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リモコン

シーン

SCENE（シーン）ボタン
(19)

オーエスディ

OSD（画面表示）ボタン
(10、11)

ボタン(15、18、
19、23)

プレビアス

PREV=ボタン

(7、9、16、18、21、23)

ピービーシー

PBC （PBC再生入／切）
ボタン(15)

シャープネス

SHARPNESSボタン
(11、13)

（̂再生/一時停止）ボタン
(7、9)

プレイ モード

PLAY MODE（再生状態）
ボタン(14、20-23)

スロー

SLOWボタン(13)

タイム

TIMEボタン(20)

リターン

RETURNˆ
（リターン）ボタン(15)

セレクト

SELECTボタン
(14、15、20)

エスティーエルアール

ST/L/Rボタン(12)

ブイーインデックス

V-INDEX（ビデオイン
デックス）ボタン(19)

リピート エンター

REPEAT/ENTER（繰り
返し／登録）ボタン
(16、21、23)

ネクスト

NEXT+ボタン
(7、9、16、18、21-23)

p（停止）ボタン
(7、9)

数字ボタン(15、
18、19、20、23)
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用語解説

インデックス
再生したい部分を見つけやすいよう
に、1つのトラックまたはディスク全
体をいくつかの部分に区切って番号
を付けたもの。インデックスには音
楽CDに使われているインデックス
と、ビデオCDに使われているビデオ
インデックスの2種類があります。本
機はビデオインデックスにだけ対応
しています。

シーン
PBC対応のビデオCDに記録されて
いるメニュー画面、動画や静止画の
区切り。それぞれに順に付けられた
番号をシーン番号といいます。

トラック
CDに記録されている、映像または曲
の区切りのこと。それぞれに順に付
けられた番号をトラック番号といい
ます。

ビデオCD
動画の記録されているCD。
ビデオCDでは、デジタル圧縮技術の
世界標準規格のひとつ、「MPEG1」
（エムペグ1）を使うことにより、
12cmのディスクに最大74分までの
動画を記録できます。
また、音声情報についても、従来の音
楽CDと比較すると約6分の1に圧縮
しています。
ビデオCDには、動画や音声の再生だ
けが可能なバージョン1.1と、高精細
の静止画の再生やPBC（プレイバッ
クコントロール）機能を持ったバー
ジョン2.0があります。

プレイバックコントロール（PBC）
ビデオCD（バージョン2.0）に記録さ
れている、再生をコントロールする
ための信号。

PBC対応のビデオCDに記録されて
いるメニュー画面（選択画面）を使っ
て、簡単な対話型のソフトや、検索機
能を持ったソフトなどを楽しめま
す。

PBC再生
PBC対応のビデオCD（バージョン
2.0）のメニュー画面（選択画面）を使
って、対話形式で再生すること。メニ
ュー画面（選択画面）を使って簡単な
対話型のソフトが楽しめます。
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保証書と
アフターサービス

保証書
・この製品には保証書が添付されています
ので、お買い上げの際お受け取りくださ
い。
・所定事項の記入および記載内容をお確か
めのうえ、大切に保存してください。
・保証期間は、お買い上げ日より1年間で
す。

アフターサービス
調子が悪いときはまずチェックを
この説明書をもう一度ご覧になってお調
べください。
それでも具合が悪いときはサービスへ
お買い上げ店、または添付の「サービス窓
口・ご相談窓口のご案内」にあるお近くの
ソニーサービス窓口にご相談ください。

保証期間中の修理は
保証書の記載内容に基づいて修理させて
いただきます。詳しくは保証書をご覧くだ
さい。

保証期間経過後の修理は
修理によって機能が維持できる場合は、ご
要望により有料修理させていただきます。

部品の保有期間について
当社では、ビデオCDプレーヤーの補修用
性能部品（製品の機能を維持するために必
要な部品）を、製造打ち切り後最低8年間
保有しています。この部品保有期間を修理
可能の期間とさせていただきます。保有期
間が経過した後も、故障箇所によっては修
理可能の場合がありますので、お買い上げ
店かサービス窓口にご相談ください。
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